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① 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意

識
の
高
ま
り

　

地
域
に
は
、
制
度
の
狭
間
や

支
援
の
手
が
届
か
ず
様
々
な
生

活
課
題
を
抱
え
困
っ
て
お
ら
れ

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
多

様
化
す
る
地
域
の
福
祉
課
題
に

対
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
に
よ
る
自
主

的
な
取
り
組
み
や
活
動
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
や
団
体
等
も
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
様
々

な
形
で
社
会
貢
献
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
寄
付

や
募
金
に
対
す
る
関
心
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。時
間
や
場
所
、

年
齢
、性
別
等
に
と
ら
わ
れ
ず
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
社
会
貢
献

活
動
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

40.7%

5.6%
4.5%

2.6%

33.8%

3.4%

0.4%
6.4% 2.6%

全国ボランティア活動実態調査報告書（全社協：H22.7月）を元に新潟県社協において作成。

■ 会費　　■ 事業収入
■ バザーやリサイクル活動等による収入
■ 個人や企業からの寄付金
■ 毎年決まって助成される
 　助成金・補助金・委託金
■ 毎回は助成されない助成金
　（社協、共募、助成財団等）
■ 基金
　（ボランティア基金、NPO基金等）
■ その他　　
■ 無回答

地域の福祉課題解決へ新たな寄付文化醸成
ボランティア団体と協力者の仲取り持つ

巻頭特集 ファンドレイジング福祉にいがた

寄
付
は
気
軽
に
参
加
で
き
る
社
会
貢
献

76.1

20.1

1.2 

21.4 

金銭による寄付をしたことがある

現物等による寄付をしたことがある 

その他の方法による寄付を
したことがある
寄付をしたことがない

平成25年度市民の社会貢献に関する実態調査報告書（内閣府）を
元に新潟県社協において作成。 

■ 関心がある（東日本大震災発生前
　 から関心があった）
■ 関心がある（東日本大震災発生後、
　 関心を持つようになった）
■ あまり関心がない

平成25年度市民の社会貢献に関する実態調査
報告書（内閣府）を元に新潟県社協において作成。

39.4％

18.9％

36.3％

3.9％1.6％

■ まったく関心がない
■ その他

欠
か
せ
ぬ
活
動
内
容
と
意
義
の
周
知

②
非
営
利
活
動
を
支
え
る
財
源

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ

め
と
す
る
社
会
貢
献
活
動
に
対

す
る
期
待
や
関
心
が
高
ま
る

中
、
継
続
的
な
活
動
推
進
と
安

定
し
た
団
体
運
営
を
図
る
た

め
、
財
源
確
保
は
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
主
な
活
動
財
源

は
、
会
費
、
寄
付
金
、
補
助
金
・

助
成
金
、
事
業
収
入
と
な
っ
て

お
り
、
中
で
も
寄
付
金
は
そ
の

活
動
を
支
え
る
重
要
な
財
源
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

グ
ル
ー
プ
は
、
会
費
、
補
助
金
・

ボランティア活動に対する関心の有無

ボランティア活動に対する関心の有無寄付経験の有無（複数回答）

会費

寄附金

補助金・助成金

事業収入

その他収入

38.7％

5.6％
1.1％

1.7％

52.9％

（出典）「平成23年度特定非営利活動法人の実態及び認定特定非営利活動
　　　法人制度の利用状況に関する調査」（内閣府）

認定ＮＰＯ法人の収入構成

ボランティア団体・グループの活動経費の収入構成
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助
成
金
が
主
な
財
源
と
な
っ
て

お
り
、
寄
付
金
の
割
合
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
金
の
割
合
が
低
い
原
因

と
し
て
い
く
つ
か
の
理
由
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
寄
付

を
募
り
た
い
が
ど
う
や
っ
た
ら

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
で

す
。
二
つ
目
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が

地
域
の
方
に
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
、
三
つ
目
は
、
寄
付
金
に
よ

る
活
動
内
容
や
そ
の
成
果
が
寄

付
者
に
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

寄
付
を
集
め
る
方
法
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
振
込

用
紙
の
送
付
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
募
集
な
ど
様
々
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
の

は
何
の
た
め
に
資
金
が
必
要
で

ど
れ
だ
け
寄
付
を
お
願
い
し
た

い
の
か
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
自

分
達
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら

い
、
多
く
の
方
に
活
動
に
対
す

る
共
感
と
理
解
を
得
る
こ
と
が

必
要
で
す
。そ
の
結
果
と
し
て
、

参
加
や
協
力
が
得
ら
れ
寄
付
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。

共
感
と
理
解
得
て
活
動
資
金
を
調
達

③ 

参
加
者
や
協
力
者
（
＝
フ
ァ

ン
）
を
獲
得
す
る
た
め
に

　

皆
さ
ん
は
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ

ン
グ
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
を
直

訳
す
る
と
「
資
金
調
達
」
と
い

う
意
味
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
の
民
間
非
営
利
組
織
が
活

動
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を

集
め
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
単
に
活
動
資
金
を

効
率
よ
く
た
く
さ
ん
集
め
る
こ

と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
方
に
地
域
の
福
祉
課
題
を

伝
え
、
共
感
や
理
解
を
し
て
も

ら
い
、
そ
の
解
決
の
た
め
参
加

者
や
協
力
者
（
＝
フ
ァ
ン
）
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
は
、

よ
り
多
く
の
人
に
向
け
て
地
域

の
福
祉
課
題
を
発
信
し
、
共
感

と
参
加
に
よ
り
課
題
解
決
に
結

び
つ
け
て
い
く
活
動
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

６
月
に
も
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
開
設

④   新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

取
り
組
み

　

本
会
で
は
、
地
域
で
福
祉
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
団
体
が
、
必
要
な
資
源
（
ヒ

ト
･
モ
ノ
・
カ
ネ
）
が
確
保
で

き
な
い
た
め
に
活
動
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

「
県
民
た
す
け
あ
い
基
金
」
等

の
助
成
事
業
に
よ
り
活
動
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、

地
域
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
を
紹
介
し
、
多
く
の

方
が
気
軽
に
活
動
に
参
加
（
寄

付
）
で
き
る
よ
う
、「
寄
付
を

し
た
い
人
・
団
体
」
と
「
寄
付

を
集
め
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・
グ
ル
ー
プ
」
を
結
び
つ
け

る
、
寄
付
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
「
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
福

祉
に
い
が
た
」を
開
設
し
ま
す
。

（
平
成
27
年
６
月
開
設
予
定
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
を
紹

介
し
寄
付
を
働
き
か
け
、
集

ま
っ
た
寄
付
金
の
使
途
や
活
動

の
成
果
を
公
表
し
、
寄
付
者
へ

の
感
謝
と
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
で
、
支
援
の
輪
を
広
げ
継
続

的
な
関
係
構
築
に
つ
な
が
る
仕

組
み
を
作
り
ま
す
。

　

寄
付
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動

が
広
が
る
こ
と
で
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

づ
く
り
が
進
ん
で
い
く
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

ファンドレイジング福祉にいがたのしくみ（イメージ図）

④寄付

①申請

⑤助成

ボランティア
団体・グループ
地域で福祉活動をする団体

③活動情報寄付者
社会貢献や

ボランティア活動を
応援したい人、団体

新潟県社協

⑥報告

②審査・登録②審査・登録
ファンドレイジングファンドレイジング
福祉にいがた福祉にいがた
ホームページホームページ

◆
想
定
さ
れ
る
寄
付
金
の
流
れ

　

フ
ァ
ン
（
寄
付
者
）
か
ら
の

寄
付
金
は
、
一
旦
県
社
協
に

プ
ー
ル
し
た
後
、
フ
ァ
ン
が
指

定
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

グ
ル
ー
プ
に
助
成
金
と
し
て
配

分
す
る
仕
組
み
を
想
定
し
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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１　

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
組

（
１
）  

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
活
動

指
針
の
策
定
及
び
推
進
《
新
規
》

　

  　

県
社
協
の
基
本
理
念
や
基
本
方
針

実
現
の
た
め
、
社
会
的
に
広
く
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
、
本
会
が
特
に
注

力
す
べ
き
課
題
に
対
し
、
重
点
的
か

つ
計
画
的
に
取
り
組
む
事
業
を
「
活

動
指
針
」と
し
て
策
定
し
推
進
す
る
。

◆
活
動
指
針
◆

◇
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

　

  　

判
断
能
力
に
不
安
の
あ
る
方
で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
を
実
現
す
る
た

め
、
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
事
業

推
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

◇  

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
と
地
域

づ
く
り
（
予
定
）

　

  　

生
活
困
窮
者
を
支
え
る
重
層
的
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
実
現
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
多
様
な
生
活
課
題
に
対

応
す
る
新
た
な
福
祉
活
動
や
地
域
で
支

え
合
う
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

◇  

災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
推
進

　

  　

災
害
時
要
配
慮
者
の
支
援
が
迅
速

か
つ
的
確
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
い
た
役
割
を
社

会
福
祉
施
設
や
社
会
福
祉
団
体
等
が

果
た
す
と
と
も
に
、
各
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
、
そ
の
専
門
性
を
活
か
し

た
広
域
的
な
支
援
活
動
を
行
う
全
県

的
な
体
制
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し

て
実
施
す
る
。

◇
福
祉
職
員
研
修
受
講
支
援
事
業
の
推
進

　

  　

社
会
福
祉
従
事
者
に
対
し
、
学
習

や
研
修
の
機
会
を
よ
り
幅
広
く
一
体
的

に
提
供
す
る
こ
と
で
、
人
材
育
成
を
促

進
す
る
こ
と
と
併
せ
研
修
実
施
団
体

の
発
展
を
図
る
。（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

（
２
）  

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業《
継
続・

補
助
、自
主：６
７
，６
７
１
千
円
》

（
３
）  

成
年
後
見
制
度
普
及
促
進
事
業

《
継
続
・
受
託
：
６
６
５
千
円
》

・  

成
年
後
見
制
度
普
及
促
進
連
絡
会
の

開
催

　

  　

家
裁
の
支
部
単
位
に
、
各
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
成
年
後
見
制
度
の
普

及
促
進
を
図
る
た
め
の
連
絡
会
議
を

開
催
す
る
。
※
新
規
事
業
の
み
掲
載

（
４
）   

居
場
所
ネ
ッ
ト
創
出
事
業
《
継

続
・
補
助
：
８
４
３
千
円
》

（
５
）   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
事
業
《
新
規・補
助：２
０
０
千
円
》

　

  　
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及

啓
発
を
目
的
に
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
。

（
６
）   

動
画
配
信
に
よ
る
福
祉
人
材
確
保

等
の
た
め
の
広
報・啓
発
事
業《
新

規
・
補
助
：
１
，
２
０
０
千
円
》

　

  　

福
祉
職
の
や
り
が
い
や
魅
力
、
将

来
性
な
ど
に
関
す
る
動
画
の
製
作
、

配
信
・
広
報
に
よ
り
、
福
祉
職
に
対

す
る
興
味
や
関
心
を
高
め
、
就
労
促

進
・
人
材
確
保
を
図
る
。

（
７
）   

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
視
察
研

修
《
新
規
・
自
主
：
２
６
６
千
円
》

平
成
27
年
度
の
主
要
事
業
計
画

災害ボランティア関係団体情報交換会

福祉・介護・健康フェア2014

にいがたねんりんピック

成年後見制度市町村長申立推進研修会

第1回福祉団体とマスコミとの懇談会
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社
会
福
祉
協
議
会
役
員
の
知
識
習

得
や
意
見
・
情
報
交
換
を
図
り
、
県

内
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
活
動
推
進
に
資
す
る
。

（
８
）  

２
０
１
６
年
第
６
回
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
冬
季
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
新
潟
大
会
の

開
催
支
援
・
協
力
《
新
規
・
自
主
：

１
０
０
千
円
》

２　

社
協
活
動
啓
発
・
広
報
活
動
の
強
化
に
向
け
た
取
組

（
１
）  

県
民
福
祉
大
会
開
催
事
業《
継
続・

補
助
：
３
，
７
４
０
千
円
》

（
２
）  

福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
開

催
事
業
《
継
続
・
自
主
：
１
，

２
０
０
千
円
》

（
３
）  

福
祉
団
体
と
マ
ス
コ
ミ
と
の
懇

談
会
開
催
事
業
《
継
続
・
自
主
：

１
８
６
千
円
》

（
４
）  

広
報
研
修
会
の
開
催
事
業《
継
続・

自
主
：
１
４
千
円
》

（
５
）  
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

《
新
規
・
自
主
》

３　

他
団
体
と
の
協
力
・
連
携
促
進
に
向
け
た
取
組

（
１
）  

福
祉
団
体
と
の
共
同
に
よ
る
要

望
活
動
の
実
施
《
継
続
・
自
主
：

５
６
千
円
》

（
２
）  

新
潟
県
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
運
営
《
継

続
・
補
助
：
２
，
１
８
４
千
円
》

・
災
害
時
支
援
用
備
蓄
整
備
事
業

　

  　

災
害
時
に
必
要
な
緊
急
支
援
物
資

を
備
蓄
す
る
。
※
新
規
事
業
の
み
掲
載

（
３
）   

新
潟
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者

協
議
会
と
の
連
携
事
業
《
新
規
・

自
主
》

　

  　

生
活
困
窮
者
支
援
等
に
関
す
る
社

会
福
祉
法
人
の
公
益
的
な
取
組
を
協

働
で
検
討
す
る
。

４　

県
社
協
組
織
の
総
合
力
発
揮
に
向
け
た
取
組

（
１
）  

県
社
協
職
員
研
修
の
充
実《
継
続・

自
主
：
３
１
２
千
円
》

（
２
）  

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
と
地

域
づ
く
り
の
推
進
（
再
掲
・
予
定
）

５　

事
業
評
価
等
に
よ
る
取
組
〈
継
続
〉

（
１
）  

に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の

開
催
方
法
の
見
直
し

（
２
）   ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進（
予
定
）

・  

全
国
ね
ん
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
業
に
お
け

る
派
遣
業
務
の
一
部
外
部
委
託

・  

福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
事
業
の

運
営
業
務
の
一
部
外
部
委
託

（
３
）  

新
潟
県
高
齢
者
大
学
の
実
践
講

座
の
充
実

（
４
）
福
祉
の
店
パ
レ
ッ
ト
の
売
上
促
進

　

  　

 

平
成
27
年
度
売
上
目
標　

１
６
，

０
０
０
千
円

（
５
）  

社
会
福
祉
従
事
者
研
修
事
業
に

お
け
る
自
主
研
修
の
拡
充

（
６
）  

新
潟
県
民
間
社
会
福
祉
職
員
退

職
積
立
基
金
制
度
の
事
務
効
率

化

６　

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
組

（
１
）  

寄
付
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業「
フ
ァ

ン
ド 

レ
イ
ジ
ン
グ
福
祉
に
い
が

た
」
の
運
営
《
継
続
》〈
２
・
３

面
参
照
〉

（
２
）
賛
助
会
員
の
拡
大
《
継
続
》

（
３
）  

福
祉
に
い
が
た
等
の
機
関
紙
へ

の
積
極
的
な
広
告
掲
載
《
継
続
》

（
４
）  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
の

出
稿
促
進
《
継
続
》

　

  　

平
成
27
年
３
月
１
日
現
在 

10
企

業
・
団
体　

（
５ 

）   県
社
協
封
筒
の
広
告
掲
載《
新
規
》

　
　
平
成
27
年
４
月
か
ら
４
社
広
告
掲
載

（
６
）  

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
の
賃
貸

収
入
増
収
に
向
け
た
取
り
組
み

《
継
続
》

封
筒
に
広
告
掲
載
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27
年
度
に
県
社
協
と
一
緒
に

研
修
情
報
の
一
元
化
を
実
施
す

る
の
は
県
老
人
福
祉
施
設
協
議

会
、
県
社
会
福
祉
士
会
、
県
介

護
福
祉
士
会
、
県
介
護
支
援
専

門
員
協
会
の
４
団
体
。
26
年
度

に
は
５
団
体
合
わ
せ
て
３
０
０

余
（
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
含
む
）
の

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
研
修
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

意
外
に
も
社
会
福
祉
従
事
者
に

十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
５
団
体
の
研
修
を
、

県
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

一
体
的
に
掲
載
す
る
こ
と
で
受

講
を
促
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

研
修
情
報
を
知
る
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
か
ら
関
係
団
体
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
福
祉
施
設
や
事
業
所

に
よ
っ
て
は
、
人
的
余
裕
が
な

く
外
部
の
研
修
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
少
人
数
し
か
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
施
設
・

事
業
所
の
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
役
立
て
、
人
材
育
成
を
促

進
す
る
た
め
27
年
度
に
取
り
組

む
の
が
「
出
前
研
修
会
」
で
す
。

県
社
協
職
員
な
ど
が
出
向
き
、

基
礎
的
な
事
柄
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

　

受
講
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支

援
に
つ
な
が
る
強
力
な
ア
イ
テ

ム
に
は
、「
研
修
履
歴
管
理
シ
ス

テ
ム
」
も
あ
り
ま
す
。
平
成
26

年
度
に
県
社
協
が
始
め
た
も
の

で
、
県
社
協
実
施
の
研
修
は
も

と
よ
り
他
団
体
の
受
講
実
績
を

入
力
す
れ
ば
研
修
履
歴
の
一
括

管
理
が
可
能
に
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
長
は
、

福
祉
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
で

管
理
で
き
る
こ
と
で
す
。
全
員

に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
配
布

さ
れ
て
お
り
、
自
ら
実
績
を
入

力
す
る
こ
と
で
意
識
の
向
上
を

図
れ
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

十
分
に
活
用
し
て
い
る
人
は
、

意
外
に
少
な
い
よ
う
な
の
で

す
。
有
効
な
手
段
を
使
わ
な
い

の
は
、
あ
ま
り
に
も
っ
た
い
な

い
話
。
27
年
度
は
、
こ
の
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
周
知
徹
底
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
施
設
が
全
職
員
の

履
歴
を
一
覧
と
し
て
見
ら
れ
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
個
々

の
履
歴
は
見
ら
れ
た
の
で
す

が
、
一
括
し
て
見
ら
れ
る
こ
と

で
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
一
層
役
立

つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
効
果

的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
５
団

体
の
研
修
担
当
者
な
ど
に
よ
る

「
研
修
検
討
チ
ー
ム
」
が
既
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
修
内

容
を
ど
う
す
る
か
、
共
催
研
修

会
が
実
施
出
来
な
い
か
、
出
前

研
修
会
の
講
師
派
遣
を
ど
う
す

る
か
な
ど
協
議
し
て
い
ま
す
。

５
団
体
の
研
修
情
報
一
元
化
・
出
前
研
修
実
施
…

人材育成へ福祉職員のスキルアップ支援
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
従
事
者
は
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。
そ
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
受
け
る
こ
と
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
ま
す
が
、ど
ん
な
研
修
が
あ
る
の
か
把
握
し
き
れ
な
か
っ
た
り
、

外
部
の
研
修
が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
社
会
福
祉
施
設
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福
祉
関
係
団
体
の

協
力
を
得
て
県
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
研
修
情
報
を
一
元
化
し
て

掲
載
、
受
講
者
の
便
宜
を
図
る
と
と
も
に
「
出
前
研
修
会
」
を
実
施

す
る
こ
と
で
受
講
者
の
増
加
を
促
し
、
人
材
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

福祉関係機関・団体研修情報の一元化

研修受講促進

研修情報提供の一元化

等

福祉職員

法人・福祉施設・事業所

県社協社会福祉研修センター

（研修検討チーム）

老施協 社福士会 介福士会 ケアマネ協

スキルアップ 人材定着
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よ
く
食
べ
、
よ
く
動
い
て
、

よ
く
眠
る
こ
と
は
、
健
康
の
秘

訣
で
す
が
、
よ
く
食
べ
る
た
め

に
は
歯
や
口
が
健
康
で
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
歯

と
口
の
健
康
を
保
つ
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
「
３
つ
の
Ｆ
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
フ
ッ
化
物
（
い
わ

ゆ
る
フ
ッ
素
）。
新
潟
県
の
子

ど
も
の
む
し
歯
は
14
年
連
続

「
日
本
一
」
少
な
く
、
こ
れ
は
、

学
校
に
上
が
る
前
か
ら
、
小
学

校
・
中
学
校
と
継
続
し
て
、フ
ッ

化
物
を
用
い
た
う
が
い
を
行
う

な
ど
、行
政
、

学
校
、
歯
科

医
師
会
な
ど

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
と
言
え
ま

す
。

　

二
つ
目
は
フ
ロ
ス
（
歯
間
清

掃
器
具
）。
高
校
生
か
ら
上
の

年
代
で
は
、
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
「
歯
周
病
」

で
す
。
最
近
で
は
歯
ブ
ラ
シ
だ

け
で
な
く
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ

ン
タ
ル
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）

を
使
う
の
も
ご
く
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
喜
ば
し

い
傾
向
で
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
が
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
。
歯
磨
き
を
自
分
で
き

ち
ん
と
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で

も
、
歯
の
根
っ
こ
の
部
分
を
完

全
に
き
れ
い
に
す
る
の
は
困
難

で
す
。
徐
々
に
そ
こ
か
ら
弱
っ

て
き
て
、
歯
が
抜
け
て
し
ま
う

原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た

部
分
は
、
歯
医
者
さ
ん
で
定
期

的
に
掃
除
を
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
長
持
ち
の
秘
訣
で
す
。

　

歯
医
者
さ
ん
と
言
え
ば
、「
歯

を
削
る
器
械
の
音
が
イ
ヤ
」「
麻

酔
の
注
射
が
怖
い
」
と
い
っ
た

声
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
し
か

し
最
近

は
器
械

や
麻
酔

も
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
、痛
い
、

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
は
す
ご

く
少
な
く
な
り
ま
し
た
。一
度
、

身
近
の
歯
医
者
さ
ん
に
、
気
軽

に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

歯
と
口
の
健
康

その六

資料提供：新潟県福祉保健部健康対策課

福祉NEWS福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉NNNNNNNEEEEEEEWWWWWWWSSSSSSS
2015年2月13日～3月11日
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県
内
の
民
間
福
祉
を
支
援
す

る
た
め
に
、
平
成
27
年
度
共
同

募
金
の
助
成
事
業
（
28
年
度
事

業
）
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

　

概
要
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。
申
請
書
は
当
会
に
ご
連
絡

い
た
だ
く
か
、
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
締
め
切
り

　
５
月
20
日
（
水
）

　

詳
し
い
内
容
等
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
先
は
市
町
村
共

同
募
金
委
員
会
（
各
社
協
内
）

に
な
り
ま
す
。（
３
と
６
と
７

の
助
成
事
業
は
県
共
募
へ
提
出
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
９
５
０
―
０
９
９
４

　
新
潟
市
中
央
区
上
所
２
―
２
―
２

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
三
階

　
社
会
福
祉
法
人

　
新
潟
県
共
同
募
金
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.h7.dion.

ne.jp/~
ni-kyobo

平成27年度共同募金助成事業（28年度事業）募集のお知らせ

１ ボランティア 団体等活動支援事業助成
地域課題や生活課題に対応するため、新たに設立する団
体への支援や、既存のボランティア団体やNPO法人が
新たな分野への活動として取組む新規事業並びに既存事
業の拡大を支援する。

助成対象事業
①新たな分野への支援
②事業拡大への支援
③新たに設立する活動団体への支援

助 成 対 象 ボランティア団体、NPO法人
助　成　額 事業費の4/5以内とし、限度額30万円

２ 社会福祉施設整備費助成
社会福祉施設に対し、施設利用者やサービスを受ける人の
生活や処遇の向上を図るための施設整備費を助成する。

助成対象事業
高齢者・障害者・児童等支援を必要とする
人を対象とした法定施設で、施設利用者の
処遇向上のための機器整備（備品・車両）、
改修、増改築等

助 成 対 象 県内の民間社会福祉施設・法定福祉施設を
運営しているNPO法人

助　成　額 事業費の75%以内とし、限度額200万円

３ 県広域社会福祉団体助成
県域（政令市を区域とした別組織も含む）で福祉増進の
ために活動する団体を支援する。

助成対象事業
県域を単位とした福祉団体が実施する、
民間の優位性を活かした社会福祉事業で、
共同募金助成金を主体として行う事業を助
成対象とする。

助 成 対 象
全県的な組織（政令市を区域とした別組織
も含む）で社会福祉を目的とする団体及び
更生保護事業法第２条の更生保護事業を実
施する団体

助　成　額 事業費の80％（対象外経費を除く）を上限

５ 地域活動支援事業助成
地域における生活課題に対応する活動を支援するため、
地域で各種福祉サービスに取り組む事業に助成を行う。

助成対象事業

①�日常的に支援を必要とする方々への生活
支援事業

②�高齢者、病気の後遺症が原因で就労困難な
方、引きこもりやニートなど社会参加を必
要とする方々への就労や交流支援事業

③地域の移動支援事業
④その他新たな地域課題に対応する事業

助 成 対 象
社会福祉法人・NPO法人・自治会等の地域
団体、社会福祉活動を行う民間の非営利団
体・グループ

助成対象経費
及び助成基準

①�送迎・移動・就労支援活動に必要な車両整備費
車両本体及び付属品の取得費の90％以
内とし、限度額100万円
なお、車両をリースする場合は、年間
リース料の２/３以内とし､限度額30万円

②�「地域の移動支援事業」の運行に要する燃
料費に対しては、限度額20万円

③�備品整備費　備品整備費の90％以内と
し、限度額30万円

４‌ 地域活動支援センター等及び障害者小規模作業所支援助成
地域活動支援センター等での就労支援及び法定外の障害者
小規模作業所を支援するため施設整備費等を助成する。

助成対象事業

①�社会参加や自立支援のための研修・交流
会等並びに自主製品の材料購入等の事業
費を対象とする

②建物の修繕
③作業用備品の整備　
④�送迎用車両又は授産物品運搬用車両　

助 成 対 象
地域活動支援センター内での就労支援施
設、障害者小規模施設で、未法人又はNPO
法人が運営するものに限る。

助　成　額

①の事業については、限度額15万円
②の事業については、限度額50万円
③の事業については、限度額30万円　
④の事業については、限度額100万円
※②③④の総事業費の１割は自己負担とする

Informat ion Red Feather
赤い羽根 情 報赤い羽根
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３
月
９
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
に

「
愛
の
献
血
車
」
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
「
誰
も
が
分
か
り
や
す
く
、
参
加
し
や

す
い
社
会
貢
献
活
動
っ
て
何
？
」
―
。
こ

ん
な
県
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
研
修
の

テ
ー
マ
を
追
求
し
た
ら
、
そ
れ
は
献
血
に

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
他
の
入
居
団
体

職
員
や
来
館
者
の
心
強
い
応
援
も
あ
り
、

20
人
近
く
が
貢
献
で
き
ま
し
た
。

　
献
血
協
力
者
不
足
が
新
聞
等
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
「
優
し
さ
」

を
重
ね
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
閉
校
し
た
新
潟
県
保
育
専
門
学
院
の

同
窓
会
の
皆
様
か
ら
59
万
８
８
０
３
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
保
育
専
門
学
院
の
皆
様
に
は
、
昭
和

51
年
か
ら
閉
校
す
る
ま
で
、
新
潟
県
庁

で
10
月
１
日
に
実
施
し
て
い
る
募
金
活

動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
町
村
に
お
か
れ
て
い
る
新
潟
県
共

同
募
金
会
市
町
村
支
会
・
分
会
の
名
称

が
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

常
務
理
事
・
事
務
局
長
（
新
任
）

　
　
　
西
方
　
眞
琴
＝
４
月
１
日
付

退
任　
丸
山
　
　
仁

（
常
務
理
事
・
事
務
局
長
）

６ 児童社会参加支援助成【平成27年度事業】
難病や長期入院をしている子供たちへの支援活動をして
いる団体に助成を行う。

助成対象事業
①児童の難病等への支援　
②�東日本大震災で避難している子供たちと

の交流事業
③子育て支援

助 成 対 象 １年以上の活動実績があるNPO法人やボラ
ンティア団体

助　成　額 事業費の90％以内とし、限度額30万円

７ 東日本大震災広域避難者支援助成【平成27年度事業】
東日本大震災で、従来の居住地を離れての生活を余儀なく
されている方々、生活支援やネットワークづくりを目的
に、支援活動を行う団体に助成を行う。

助成対象事業
被災者が直面している生活課題を解決する
ために、サロン活動や相談など、様々な支
援活動を対象とする。

助 成 対 象 地域活動を行う民間の非営利団体・グル－プ
助　成　額 事業費の90％以内とし、限度額30万円

県社協職員ら20人近くが
献血に協力

新
潟
県
保
育
専
門
学
院

同
窓
会
か
ら

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

市
町
村
支
会・分
会
の
名
称

四
月
か
ら｢

委
員
会｣

に
変
更

新
潟
県
共
同
募
金
会
人
事
異
動

新潟県社会福祉協議会 人事異動
企画広報課
　課　　長　渡邊　　豊 （福祉人材課　課長）
地域福祉課
　課　　長　井浦　佐敏（生活支援課　課長）
　嘱　　託　藤野　靖葉（新採用）
生活支援課
　課　　長　山田　修一（地域福祉課　課長）
福祉人材課
　課　　長　横堀　直樹（企画広報課　課長）
　参　　事　秋保　伸之（新採用）
福祉サービス運営適正化委員会事務局
　事務局長　山田　修一（兼務）
　嘱　　託　久住　民男（新採用）
高齢者総合相談センター
　所　　長　山田　修一（兼務）
　嘱　　託　内藤八重子（再雇用）
県民生委員児童委員協議会（出向）
　事務局長　笹川　直樹
◆主任昇任
　岩本　桂子（総務管理課）
　寺口　祐司（企画広報課）
　坂野健一郎（地域福祉課）

◆退職（３月31日付）
　二瓶　純緒（総務管理課嘱託）
　和泉麻莉奈（地域福祉課臨時職員）
　櫻井　隆平（生活支援課嘱託）
　山下　邦夫（福祉人材課嘱託）
　内藤八重子（福祉サービス運営適正化委員会事務局主査）
　大谷　　明（高齢者総合相談センター嘱託）

（平成27年４月１日付）
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県民にとって最適な福祉社会
（にいがた福祉）（にいがた福祉）

地域コミュニティ
の形成

地域コミュニティ
の形成

地域コミュニティ
の形成

企 業地 域

県 民

県社協 大 学協定

※

企 業地 域

行 政

県社協 大 学協定

（包括連携協定による全県的ネットワークの形成）

行 政

※ネットワークへの関与を示す

少子化対策 高齢化対策（総合化）

図 にいがた福祉の実現に向けて

　
に
い
が
た
福
祉
を
実
現
す
る

大
き
な
課
題
は
、
全
国
の
自
治

体
と
同
様
に
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
少
子
・
高
齢
化
対
策
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。
で
は
、
県

民
の
福
祉
に
責
任
を
も
つ
私
た

ち
は
、
ど
の
よ
う
な
視
点
に
立

ち
、
に
い
が
た
福
祉
の
実
現
を

目
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。私
は
、

地
域
福
祉
政
策
の
立
場
か
ら
２

つ
の
こ
と
に
つ
い
て
問
題
提
起

し
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
施
策
や
事
業
等

を
通
じ
て
、
に
い
が
た
福
祉
を

実
現
す
る
と
い
う
視
点
で
す
。

例
え
ば
、
国
は
２
０
２
５
年
問

題
に
対
応
す
る
た
め
に
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
政

策
化
し
て
い
ま
す
が
、
国
の
描

い
た
シ
ス
テ
ム
（
絵
）
を
つ
く

る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
通
じ
て
、
県
民
一
人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す

る
と
い
う
視
点
が
必
要
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
施
策
や
事
業
の

仕
組
み
（
シ
ス
テ
ム
）
と
具
体

的
取
組
の
「
網
の
目
」
を
小
さ

く
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本

は
、支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し

て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

を
抱
え
て
い
る
か
を
把
握
し
、

そ
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
方
法

や
社
会
資
源
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
必
要
な
方
法
や
社
会
資
源

等
を
改
善
し
た
り
開
発
す
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
少

子
・
高
齢
化
対
策
は
、
結
婚
か

ら
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
支

援
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支

援
、
雇
用
・
住
宅
・
教
育
等
の

一
体
的
支
援
、
医
療
と
介
護
の

地
域
連
携
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
多
様
な
施

策
や
事
業
が
モ
ー
ル
型
に
提
供

さ
れ
ま
す
が
、
使
い
勝
手
や
効

果
は
必
ず
し
も
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
モ
ー
ル
型
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
仕
組
み
を
、
県
民
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
や
置
か
れ

て
い
る
環
境
に
照
ら
し
て
、
真

の
に
い
が
た
福
祉
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
こ
こ
で
述
べ
た
２

つ
の
視
点
を
欠
い
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

こ
の
た
び
の
協
定
は
、
新
潟
県

社
会
福
祉
協
議
会
と
本
学
が
県

民
や
地
域
、
企
業
、
行
政
等
と

の
間
に
立
ち
、
地
域
・
産
官
学

連
携
を
推
進
す
る
方
略
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
協
定
が
全
県
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
形
成
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

※　
　
　
　
※

　
５
月
号
は
、「
こ
れ
か
ら
の
高

齢
者
福
祉
を
考
え
る
」
の
テ
ー

マ
で
、
社
会
福
祉
学
科
の
松
山

茂
樹
教
授
が
担
当
し
ま
す
。

　去る３月 26日に、本学は新潟県社会福祉協議会と包括連
携協定（以下「協定」）を締結しました。この協定を機に、
今月号から一年間（９回）にわたり本学の教員が、県民にとっ
て最適な福祉社会の姿（以下「にいがた福祉」）を展望します。

個
々
に
合
っ
た
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を 新潟医療福祉大学

（まるた・あきお）
○�社会福祉学部教授、社会福祉
学部社会福祉学科長を経て平
成22年４月から現職。

○�日本地域政策学会副会長、日
本ケアマネジメント学会第
13回全国研究大会（新潟）大
会長（平成26年７月開催）。

※研究分野
○�地域福祉政策、学校ソーシャ
ルワーク等

こ
れ
か
ら
の副

学
長
・
社
会
福
祉
学
部
長　
　

丸
田　

秋
男

に
い
が
た
福
祉
を
考
え
る
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開
学
以
来
四
半
世
紀
に
渡
り

県
高
齢
者
大
学
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
小
林
美
代
子
学
長
の
引

継
・
退
任
式
が
３
月
９
日
、
新

潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
議
室

（
新
潟
市
中
央
区
上
所
２
、
新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
F
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
卒
業

生
代
表
も
参
加
、
大
き
な
足
跡

を
印
し
た
小
林
学
長
に
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

　
爽
や
か
な
笑
顔
で
式
に
臨
ん

だ
小
林
学
長
は
、
引
継
書
類
に

サ
イ
ン
、
後
任
の
石
上
和
男
・

新
学
長
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学

教
授
）
に
バ
ト
ン
を
受
け
渡
し

ま
し
た
。

　
小
林
学
長
は
、
平
成
元
年
の

開
学
時
は
副
学
長
に
、
同
11
年

に
は
学
長
に
就
任
、
26
年
間
高

齢
者
大
学
の
歩
み
の
全
て
を
見

守
り
、引
っ
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　
開
学
前
、
県
の
担
当
者
か
ら

相
談
を
受
け
た
と
き
は
、
生
涯

学
び
、
前
向
き
に
生
き
る
イ

メ
ー
ジ
を
込
め
る
た
め「
老
人
」

と
い
う
言
葉
を
避
け
「
高
齢
者

大
学
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
提
唱

し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
生
涯
現
役
の
生
き

方
を
自
ら
実
践
、
入
学
式
の
講

話
や
特
別
講
義
な
ど
で
そ
の
意

義
を
語
り
続
け
、
多
く
の
”大

学
生
“
に
感
銘
を
与
え
て
き

ま
し
た
。

　
退
任
式
で
は
、
県
社
協
の
竹

内
希
六
会
長
が
「
高
齢
者
の
社

会
参
加
と
地
域
活
動
推
進
に
尽

力
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
」
と
長
年
の
功
績
を
た
た

え
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
小
林
学
長
は
、

「
入
学
式
と
卒
業
式
で
は
、
皆

さ
ん
の
顔
つ
き
が
変
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
は
人
を
生

き
生
き
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す

ね
」
と
、
26
年
間
を
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。
歴
史
を
受
け
継

ぐ
石
上
新
学
長
は
「
小
林
学
長

の
教
え
を
糧
と
し
た
い
」
と
語

り
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
を
う

ま
く
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
て
み
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
式
を
見
守
っ
て
い

た
７
人
の
卒
業
生
も
加
わ
っ
て

歓
談
し
ま
し
た
。卒
業
生
は「
地

域
と
つ
な
が
り
が
出
来
た
こ
と

が
学
ん
だ
成
果
」、「
世
界
が
広

が
っ
た
」、「
こ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
を
社
会
に
お
返
し
し
な
さ
い

と
言
わ
れ
た
小
林
学
長
の
言
葉

が
心
に
残
っ
て
い
る
」
な
ど

交
々
語
り
、
そ
の
経
験
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
に
生
か

し
て
い
る
こ
と
を
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
報
告
、
さ
ら
な
る

活
動
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
卒
業
生
代
表
の

五
十
嵐
卓
夫
さ
ん
が
花
束
を
贈

り
、
小
林
学
長
に
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。

　
高
齢
者
大
学
は
、
こ
れ
ま
で

に
８
千
人
近
い
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
い
ま
す
。
新
潟・長
岡・

上
越
３
か
所
に
大
学
が
あ
り
、

２
年
制
の
基
礎
応
用
課
程
と

”大
学
院
“
の
実
践
講
座
が
学

べ
ま
す
。
実
践
講
座
は
主
に
新

潟
会
場
で
の
実
施
に
な
り
ま
す

が
、好
評
だ
っ
た
「
ま
ち
歩
き
」

は
27
年
度
か
ら
３
か
所
す
べ
て

で
開
講
し
ま
す
。

四
半
世
紀
の
足
跡
印
し
小
林
学
長
が
退
任

県
高
齢
者
大
学

 

石
上
・
新
学
長
に
バ
ト
ン
引
き
継
ぐ

人にやさしい車
福祉車両のこまつが新潟より全国へお届けします。

買いたい!
福祉車両の

新車・中古車販売 !
常時展示中 !

売りたい!
福祉車両の買取
ご相談ください。

直したい!
自社整備工場完備 !

福祉車両の代車無料。

福祉車両専門店
福祉車両のこまつ
株式会社 オートモティブコマツ
新潟県三条市小古瀬31
http://294komatsu.com 
TEL 0256（45）3000

改造も
します。

至三条燕 IC

至中之島見附 IC 至見附

←
燕

三
条

駅

至新潟

セブン
イレブン●

ファミリー
マート●

（株）オートモティブ
　　コマツ

千把野

上
越

新
幹

線
 長

岡
駅

→

北
陸
自
動
車
道

8
展示場福島乙

新潟方面より
自動車で
北陸自動車道
三条燕インター
から15分

感謝の意を込めて思い出を語る卒業生

引継書類にサインする小林学長
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福 祉 の 現 場 高橋　恵子さん
（介護老人保健施設　女池南風苑看護介護科副科長・介護福祉士）

南
風
苑
に
は
、
２
つ
の
フ

ロ
ア
合
わ
せ
94
床
あ
る
。
高

橋
さ
ん
は
、
そ
の
内
の
２
階

フ
ロ
ア
の
責
任
者
。「
認
知

症
の
方
は
危
険
意
識
が
薄
い

の
で
転
倒
な
ど
に
気
を
使

う
」
と
い
い
ま
す
。

「
き
っ
と
自
分
だ
け
の
世

界
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
段
差

が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、

利
用
者
さ
ん
に
は
な
だ
ら
か

な
草
原
に
見
え
て
い
る
。
だ

か
ら
何
気
な
く
一
歩
を
踏
み

出
し
て
転
ん
で
し
ま
う
、
そ

ん
な
気
が
し
ま
す
」

介
助
の
仕
事
は
、
機
械
的

に
は
や
れ
な
い
。「
10
人
い

れ
ば
、そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
し
、

同
じ
人
で
も
そ
の
時
々
で
違

い
ま
す
。
楽
だ
っ
た
な
〜
と

感
じ
る
の
は
、
そ
の
人
の
心

身
の
状
態
に
合
っ
た
介
助
が

で
き
た
と
き
」。
利
用
者
は
、

そ
ん
な
こ
と
を
「
体
を
通
し

て
教
え
て
く
れ
る
」。
だ
か

ら
「
教
授
」
と
入
所
者
を
呼

ん
で
い
る
。

南
風
苑
は
、
自
立
を
支
援

し
在
宅
復
帰
を
目
指
す
施

設
。
そ
し
て
自
分
た
ち
に
は

仕
事
で
も
「
入
所
者
に
は
生

活
の
場
そ
の
も
の
」。
だ
か

ら
職
員
と
「
共
存
」
と
い
う

こ
と
を
よ
く
話
す
。

「
些
細
な
こ
と
で
も
い
い

か
ら
、
入
所
者
に
役
割
を

担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

人
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
社
会

性
が
復
活
し
ま
す
か
ら
」。

「
入
所
し
た
と
き
歩
行
器
が

必
要
だ
っ
た
人
が
、
そ
の
こ

と
で
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

り
も
し
ま
す
」

介
助
は
、「
結
局
、
人
対

人
の
関
係
」
と
言
う
。「（
介

助
者
の
）
人
間
性
が
受
け
入

れ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
ケ

ア
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
」。

取
材
の
途
中
、
車
イ
ス
の

利
用
者
が
通
り
か
か
っ
た
。

す
か
さ
ず
話
し
か
け
る
高
橋

さ
ん
。
そ
れ
は
、
母
娘
の
会

話
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

笑顔が優しい。初対面の人もそっと包み込む、そんな優しさ。

No.1NNNNoo.111

☎ 

［施設紹介］
　作業、運動、余暇、創作活動を通して「穏
やかな、笑顔あふれる」施設を目指していま
す。

社会福祉法人白蓮福祉会
ワークセンターしらはす

（新潟市南区）

カレンダーづくり

　

県
内
外
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
県
内
の
福
祉
施
設
の
機
関
誌
が
、
閲
覧
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

図
書
情
報
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

﹇
商
品
説
明
﹈

　

利
用
者
の
個
性
あ
ふ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
が
自
慢
で
す
。

　

地
域
に
出
か
け
、販
売
も
し
て
い
ま
す
。

★
カ
レ
ン
ダ
ー
＝
写
真
上

　

毎
年
好
評
で
す
。

　

６
０
０
円
〜
１
，
０
０
０
円

★
ぽ
ち
袋
＝
写
真
下

　

季
節
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ

ザ
イ
ン
が
好
評
で
す
。

　

３
袋
入
り　

１
５
０
円

問い合わせ 福祉の店パレット新潟店　　　　☎025－281－5513
県社協　地域福祉課　　　　　　☎025－281－5521
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